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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、人間的・社会的な生活を送るのに必要な実践知である〈生の技法〉を習得
するための学習と教育についてその過程と構造を解明し、東洋の伝統をいかした学習論・教育論のフレームワークを創
成することにある。文献講読による国際比較研究および日韓におけるフィールド調査研究を通して、次の3点が研究成
果として導出された。①東洋の伝統では、ことば・文字のみならず音律、色、形、空間構成など多様な教育メディアが
駆使されている。②それらは、先行世代の身体の動きと連動して初めて教育的機能を発揮する。③それらは、後続世代
の身体活動を規制する一方で、後続世代の思考と意味解釈の自由と自律を保証するという機能を果たす。

研究成果の概要（英文）：This study draws on the East-Asian tradition to create a theoretical framework abo
ut learning and teaching through elucidating structures and processes for learning and teaching for the ac
quisition of the "arts of living" -- the practical knowledge necessary for living a humane and social life
. A comparative study of the ideas of occidental and oriental thoughts, and field research in Japan and So
uth Korea derived the following three research outcomes. (1) In East-Asian traditions,  a variety of educa
tional media such as sound, colour, shape and spatial configuration etc. as well as words and characters a
re entirely utilised. (2)They exert their educational functions only in conjunction with the bodily moveme
nts of the preceding generation. (3) While constraining the bodily activities of successive generations, t
hey function to ensure autonomy and freedom of thought and interpretation about the culture for successive
 generations.
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１．研究開始当初の背景 
 近年、グローバル化の進展により、教育の
領域でも国民国家の枠を越えた交流やシス
テム構築が盛んになりつつある。とはいえ、
東アジアにおける教育のグローバル化は、と
もすれば EU など先行する西洋諸国のモデル
の受容や模倣に傾きやすく、この傾向は、東
アジア諸国の教育・研究にさまざまな葛藤を
もたらしている。こうした現状を打開する策
の一つとして、国内外の教育関連諸学会では、
東洋の伝統的な文化が有する潜在的可能性
を解明し、東洋の思想・フィールドから新た
な教育理論・実践を打ち出し、世界に向けて
発信することを提言している。 
 東洋の伝統的な思想のなかでは、個人にお
ける〈生の技法〉の習得が「自己修養」とし
て重視されてきた。〈生の技法〉とは、日常
生活に息づいて臨機応変に発揮されるふる
まいのことを意味する。ふるまいは、元来、
「人前でものごとを行う動作・態度」と「饗
応・もてなし・接待」という二重の意味をも
っている。したがって、〈生の技法〉とは、
人間が社会のなかで生きるための実践知で
あるとともに、感性・身体と連動した心身知
であり、かつ周囲の状況に配慮し他者と共に
生きようとする共生知でもある。しかしなが
ら、この「自己修養」としての〈生の技法〉
の習得は、19 世紀以降の近代化された学校教
育と内容的・方法的にうまく接続されないま
ま、今日に至っている。 
以上のことから、実践知・心身知・共生知

としての〈生の技法〉の習得を基軸とする学
習論・教育論を現代的状況に応じてあらため
て構想することがいま求められているとい
える。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、人間的・社会的な生活を
送るのに必要な実践知である〈生の技法〉を
習得するための学習と教育について、その過
程と構造を解明し、東洋の伝統をいかした学
習論・教育論のフレームワークを創成するこ
とにある。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、ベルリン自由大学のクリスト
フ・ヴルフが提唱する歴史的教育人間学の手
法に倣い、東西の比較思想研究とフィールド
調査研究（参与観察・インタビュー調査）と
を組み合わせた研究方法を用いる。 
 また本研究では、〈生の技法〉のなかでも
「食」に関するふるまいを対象とする。さら
に、「食」のなかでもとりわけ「葬儀・法要」
における「食」に焦点づける。葬儀・法要に
おけるふるまいは、共同体内部の日常生活に
かかわると同時に、共同体を超えた生命のあ
り様ともかかわるふるまいであり、また、目
の前にいる人に対するのと同時に、もういな
い人に対するふるまいでもある。こうしたふ
るまいから、日常生活において当たり前のよ

うに作用している〈生の技法〉を逆照射する
ことができると考えられる。 
 
４．研究成果 
(1)東西の比較思想研究 
 平成 23 年度から平成 24 年度にかけて、東
西の比較思想研究を中心に研究を進めた。葬
儀・法要における「食」に関する日本の民俗
学・歴史学の先行研究（主として柳田國男、
網野善彦、新谷尚紀、関沢まゆみ、赤坂憲雄
らの著作・論文）と韓国の先行研究、そして
ドイツを中心とする西洋の先行研究（ノルベ
ルト・エリアスの文明化の過程に関する研究、
アーヴィング・ゴッフマンの儀礼に関する研
究、クリストフ・ヴルフのパフォーマンス研
究およびクリスマスなどの儀礼研究、そのほ
か文化人類学の先行研究）とを突き合わせ、
比較検討した。日本の先行研究の考察につい
ては研究代表者の岡部が、西洋の先行研究の
考察については、研究分担者の鈴木が担当し
た。また、韓国の先行研究の考察については、
高橋舞氏（立教大学・研究員）と盧珠妍氏（奈
良女子大学・教育システム研究開発センタ
ー・助教）の助力を得るとともに、安京植氏
（釜山大学）から情報を提供していただいた。 
この比較検討を通して、日本と韓国が近代

化の影響によって世代間における〈生の技
法〉の学習と教育（以下、世代継承）に大き
な困難を抱えていること、そのために自分や
近しい人の死を受容することや受容した上
で後に残された人々（生者）がふたたび安定
した日常生活を取り戻すことにも大きな困
難が生じていることが明らかとなった。 
 
(2)フィールド調査研究 
 平成 24年度から平成 25年度にかけて、(1)
の思想研究に基づいて導出された理論的枠
組みおよび諸概念を援用しつつ、フィールド
調査研究を実施した。韓国では、朴宰永氏（釜
山大学）の協力を得ながら、旧正月に先祖を
迎える儀礼（家庭におけるチャレと仏教寺院
におけるチェサ）に関して参与観察とインタ
ビュー調査を行った。また、釜山市内の近代
的な病院でもインタビュー調査を行った（韓
国では病院に葬儀場がある）。日本では、兵
庫県豊岡市で、葬儀・法要の儀礼に関するイ
ンタビュー調査を実施した。 
 調査結果に関しては、岡部・鈴木のほかに、
平成 24 年度より研究分担者となった池田が
ナラティヴ研究の視覚から、森（高松）がパ
フォーマンス研究の視覚から分析・考察した。 
 これらのフィールド調査から、日本でも韓
国でも、近年、労働形態や生活様式の近代化
によって葬儀・法要にかかわる儀礼が効率
化・合理化されつつある、すなわち伝統的な
ものとして継承されてきた〈生の技法〉が省
略化・簡略化されつつあることが明らかとな
った。こうした変化は、伝統を継承するか否
か、伝統の何を残し何を改めるのかをめぐる
世代間の議論を呼び起こしており、時にそれ



が深刻な葛藤や相克、あるいは妥協や諦念へ
と至ることもある。 
 こうした状況において問われるべきは、世
代間のあるべき関係ではなく、〈生の技法〉
の世代継承を可能にする教育メディアであ
ることが、調査結果から導出された。日本に
おいても韓国においても、〈生の技法〉の世
代継承においては文字によらない教育メデ
ィアが多用されている。文字によらない教育
メディアとは、例えば音（声）、色、形、所
作、におい、味、空間構成などである。これ
らの教育メディアの特徴は、一つの教育メデ
ィアがそれぞれの土地の風土や人の暮らし
や歴史にそうような物語とともに解釈され、
それによって、一つの教育メディアが指し示
す意味内容が同時に多数存在し、そうした多
数性がある程度ゆるやかに許容されている、
という点である。これは、学校教育に代表さ
れるようないわゆる近代教育の枠組み、すな
わち一つの概念に対して一つの意味が相当
し、その概念と意味の組み合わせを「正確に」
伝達することが重視されるという枠組みと
は対照的である。ここに、西洋近代の教育思
想を基盤として発展してきた日本の近代教
育の枠組みを超える可能性が見出されると
思われる。 
 
(3)研究成果のまとめ 
 (1)の比較思想研究と(2)のフィールド調
査研究を通し、主な研究成果として次の 3点
が導き出された。 
 
① 〈生の技法〉の世代継承に際して、東洋

の伝統においては、ことば・文字のみな
らず、それ以外のモノ、例えば音律、装
飾品の色や形、食物、所作、空間構成な
どといった多様な教育メディアが駆使さ
れている。 

 
② ことば・文字以外のモノである教育メデ

ィアは、モノだけでは機能せず、先行世
代の身体の動きと連動しながら後続世代
に提示されて初めて教育的機能を発揮す
る。 

 
③ このように提示される教育メディアは、

先行世代にとっては、自分の意図を後続
世代に伝達し、後続世代の身体の動きを
規制するという機能を果たす。他方、後
続世代に対しては、言語による思考への
規制をあまり伴わないことによって、文
化内容の意味解釈の自由と自律を保証す
るという機能を果たす。 

 
「先行世代による規制」と「後続世代におけ
る自由と自律」がズレを引き起こすという教
育メディアの構造原理が、ことば・文字以外
の教育メディアそれぞれにおいて実際にい
かに具体的に機能しているのかを分析する
ことが今後の課題であるといえる。 
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